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5年目のスタートライン一木ようの家での日々 

こんにちは！木ようの家スタッフの 森木友加里 です。 

 2021年 9月から働き始め、気づけばもう 5年目に突入しました。月日が経つのは早い

ものですね。 

 実はこの仕事に出会う前、15年間のブランクがありました。社会復帰できたのは山本

さんにご紹介いただいたおかげです。最初は右も左もわからなかった私を、前センター

長の武内さんや先輩スタッフのみなさんが、本当に丁寧に教えてくださり、おかげで今

こうして楽しく働くことができています。 

 働き始めた当初はコロナ禍の真っ只中。席はパーティションで仕切られ、みんなマス

ク姿で、なるべく会話も控えめ…。今思うと、ちょっと寂しい空気でした。でも今はお

弁当を囲んでおしゃべりできるようになり、にぎやかな毎日を過ごせています。 

 昨年からはスタッフ長を任せていただき、メンバーとの日々の活動に加えて、コンサ

ートや社会参加イベント、作品展の実行委員などにも携わっています。今年の 7月には

初めてサマーコンサートで進行役に挑戦しました。緊張しすぎて心臓がバクバクしてい

たのはここだけの話です（笑）。 

 このあとも 10月・11月のバザー、12月の作品展＆クリスマスコンサートとイベント

が続きます。市役所に設置してある『あっちゃん』での手芸品販売も好調で、木ようの

家はいつも活気にあふれています。 

これからもメンバーのみなさんが 「安心して、楽しく、充実した時間を過ごせる場所」 

になるように、スタッフ一同力を合わせて活動していきます。どうぞ今後ともご協力よ

ろしくお願いいたします。(森木友加里)  
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７月１９日サマーコンサート♪ 

日頃お世話になっているボランティアの方や保護者の皆様をご招待してサマーコンサート

を開催しました。オープニングは、「APT.」のダンスでノリノリでスタート！ 音楽教室の発表

「アンダー・ザ・シー」「いとまきのうた」のトーンチャイム演奏や、「ぶんぶんぶん」の合奏

では、辻角先生の指揮でメンバーはお互いの音をよく聞いて演奏できていました！ ともみさ

んはピアノ演奏「ドレミの歌」をしっかり弾いて、会場の皆さんも一緒に歌ってくれました♪ 

「目指せ１００点！的あてゲーム♪」では、景品もあって会場は大盛り上がり！！ 

ボイトレコーナーでは、「サウンド・オブ・ミュージック」を私(小林)が独唱させていただき、

「エーデルワイス」をメンバーと会場の皆様と一緒にかわいい振り付けで歌いました♪ そし

て、「パプリカ」と「Happy！」の手話ダンスをメンバーが元気よく踊ってフィナーレ！ 

最後に、日頃の感謝をこめて、先生方にお礼と、会場の皆様に夏のお届けものをプレゼント

しました。山本新センター長よりご挨拶をし、ベテラン司会のあいちゃんがしっかり終わり

のご挨拶をして締めてくれました！会場の皆様からあたたかい拍手をいただき、アットホー

ムで楽しいサマーコンサートになりました♪          （スタッフ小林 薫） 

 

 

 

 

 

社会参加活動 
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映画鑑賞会 

4 月 26 日(土)、シネマサンシャイ

ンユーカリが丘で「名探偵コナン」を

観に行きました。 

夢中になって観てる子、隣の子が

気になってしょうがない子、途中飽

きちゃってお喋りしたくなっちゃう

子…。 約 2 時間くらいの上映時間

でしたが何とか無事に観終わりまし

た。 

最後は仲良く記念撮影。「面白かっ

たー！！」とご機嫌に帰って行くメ

ンバーを見送りました。。。 

 

カラオケ 

6月 28日(土)約１年振りとなるカラオケにメンバー11名、スタッフ 4名と工藤さんも来てくださり総勢 16名

で行って来ました。 

今年も２部屋に分かれて、それぞれ自分の好きなアーティストやアニメソング、普段やっている手話ダンスの

曲や石原裕次郎まで…を熱唱しました。中にはダンスをしたり、マイクの持ち方にこだわりがあったり、大声・

小声だったりと個性も豊かです。あっという間に 2時間が経ち、渋々？お開きとなりました。また来年も来たい

ですね。 
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ピックアップ・木ようの家 

 

 

  

 

夏といえば、やっぱりスイカ割り！「スイカ割りしたい

ね」というスタッフの一言がきっかけで、スタッフの土屋さ

んが大きなスイカを持ってきてくれました。目隠しをしたみ

んなが、順番に柔らかいスポンジの棒でスイカを叩いていき

ます。パン！パン！と楽しそうな音が響き、とても盛り上が

りました。 

スイカを割った後は、みんなでその甘いスイカを堪能しまし

た。お腹いっぱいになって、大満足の夏の一日でした。 

 

アロマ教室スタート 

以前もお世話になった狩野真理子先生によるアロマ教室がスタートしました。隔月の開催

の予定です。1回目はポプリ作り。ポプリを詰める袋はなんと椅子の足カバー。かわいい

リボンで結べば、素敵なにおい袋の完成！先生はいっぱいアイデアをお持ちで、自家製ハ

ーブを使ったピザなども提案してくださいました。2回目以降も楽しみです。 
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特定非営利活動法人木ようの家をご支援頂きありがとうございます 

正会員 5,000円／年 団体会員 10,000 円／年 賛助会員 3,000 円／年 

 
郵便振替口座 00100-4-39320 加入者名 木ようの家 

    郵便局以外からのお振込み 店名 019(ゼロイチキュウ)店 店番 019  
預金種目 ２当座預金 口座番号 0039320 

 

 

 

正会員 2025年度分 22名 8 月３1 日まで会費を納入いただいた方（順不同・敬称略） 

 個人名の記載省略 

 

 

 

賛助会員 2025年度分 38名 8 月３1 日まで会費を納入いただいた方（順不同・敬称略） 

 個人名の記載省略 

 

 

 

団体会員 2024年度分 5団体 

 法人名の記載省略 

 

 

 

寄付 8月 31日までにご寄付をくださった方（順不同・敬称略） 

 個人名の記載省略 

 

 

 

お手伝いをいただいた方（敬称略） 

 個人名の記載省略 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



2025 年 9 月 11 日発行（毎月 12 回 1.3.5.7 の日） 通巻 8278 号 

ＳＳＴＫ 1983 年７月 19 日第三種郵便物承認 

6 
 

 

 
 

まあるい会  N O . １ ４ ７  
 

編集人   まあるい会代表  米澤 しのぶ 
〒285-0025 千葉県佐倉市鏑木町 743-4 TEL  043-356-0148 

   
    ―障害のある子もない子も共に学び、遊び、育ち合うことのできる学校でありたい― 

 

トラブル続きの 1年生、大きな変化のあった 2年生 

さんた 

Ｋは、小学校入学前、支援級の見学に行きました。でも「通常級で、みんなと一緒に学びながら育っ

てほしい」と思い、通常級への進学を選びました。 

 

 保育園のお友達とは別々の学校になり、寂しさと不安、そして楽しみが入り混じる気持ちで迎えた

入学式。広い校舎や校庭にわくわくが止まらない K は、毎日のように学校探検をして、他学年の教室

にまで入ってしまうほど元気いっぱいでした。 

ただ、授業中に教室に留まることがストレスになり、お友達に手を出してしまうことも…。そのた

びにトラブルになり、相手の保護者からは「療育で勉強してから学校に来てほしい」など、厳しい言

葉を受けることもありました。夜遅く学校に呼び出される日もあり、正直とても苦しかったです。毎

日のように担任の先生から電話があり、そのほとんどは K のトラブルについての報告。学校からの着

信が表示されるだけで、胸が苦しくなるような日々でした。学校側からは「保護者が学校で見守って

くれませんか？」と依頼されたり、支援級を勧められたりもしました。 

1 年生の 3 学期からは、朝は支援級で過ごし、その後は通常級に行く…といった形で行き来するよ

うになりました。学校からは「通常級でいくなら覚悟してください」と言われましたが、それでも私

たちは 2年生も通常級でやっていくことを決めました。 

 

 そして迎えた 2 年生。クラス替えもあり、また環境が変わることに正直不安はありました。でも驚

いたことに、Kは人が変わったように落ち着いて過ごせるようになり、教室から飛び出すこともなく、

周りの子どもたちと一緒に授業を受けられるようになったのです。 

最初はお友達と馴染めず悩んでいた時期もありましたが、今では笑顔で話したり遊んだり。運動会の

徒競走では 1 位になり、とても嬉しそうでした。授業中に分からないことがあると、お友達がノート

を見せてくれたり声をかけてくれたりと、自然にサポートしてくれていることも本当にありがたく感

じます。学校からの電話もなくなり、「小さなトラブルも起きていないのか」と不安になることもあり

ましたが、それは Kが学校で一生懸命頑張っている証拠だと感じています。担任の先生からも「1年生

の時が嘘のように落ち着いています」と言っていただき、ようやく安心できました。 

 

まさか 2年目でここまで変わるとは思っていなかったので、本

当に驚きでいっぱいです。まだ苦手なことは多いですが、Kなら

一つずつ乗り越えていけると信じています。 
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☆☆☆☆☆☆   近 況   ☆☆☆☆☆☆ 

7月、念願のユニバーサル・スタジオ・ジャパン(USJ)に行きました。初めての大阪。伊丹空港

を降りると、街は大阪・関西万博のポスターや立て看板だらけ。万博のキャラクター「ミャクミ

ャク」や大阪府のキャラクター「もずやん」を見つけると、ピースのサインをしながら記念撮影

を要求。夜遅い到着なのに、ホテル入りは O 時近くと遅くなりました。翌日、本番の USJ でも、

正門を入るまでにドンキーコングなどニンテンドーのキャラクターのポスターがあちこちに張ら

れている。これまたピースサインでの撮影会。肝心の USJ は、競歩競技並みに歩き回り、足は痛

くなったけど、最高の思い出になりました。 (酒井) 

 

猛暑になる前の６月、55年ぶりの大阪万博に行ってきました。予想通りの混雑度で、何とか予約で

きた所もありましたが、どれだけ回れるかー でも、茉耶の障がい者手帳のおかげで、優先入場でき、

海外パビリオンもほとんど待たずに入ることが出来ました。ただ、日本企業のパビリオンなどは、優

先入場口が無いところもー。楽しみにしていた噴水ショーは、残念ながら中止。大屋根リングの上で、

ドローンショーを見て帰ってきました。 （山﨑） 

 

映画のジュラシックパークのシリーズが好きで、テレビで放送される時は必ず録画します。観方は

独特で、ハラハラする場面は早送りし、何が起こるかを知ってから、巻き戻して見直します。ドキド

キは苦手な愛です。 (山本) 

 

私はボウス頭など好みではないけれど、諒は時々、自分でバリカンをかける。玄関先で片手で頭を

触りながら器用に刈っていくと、トラ刈りにもならずきれいな丸刈り頭が完成して、掃き掃除もして

くれる。先日大きな声がするので見に行くと、真ん中だけ刈り込んだ気の毒な落武者くんが、電気バ

リカンが動かないと騒いでいた。 慌てて新しいバリカンを買ってきて、一件落着。カット代 2、3回

分で元が取れるから、とってもリーズナブルだけど、もうちょっとかっこいい髪形がいいなあ…  

（米澤） 

 

「凄く暑い日、淳さんに海に行くか聞きましたら行くというので大網白里海岸に行きました。海の

近くのコンビニに寄りアイスとジュースを買って行きましたがあいにく波が高く海には入れないので

日光浴をしようと 2 人で上半身裸になり砂浜を歩いたり貝殻を拾って投げたりして遊びました。帰り

にマックでハンバーガーセットを買い、食べながら帰り、楽しかったねー？って聞きましたら楽しか

ったーっと言ってくれて私も嬉しい気持ちになりました。」ヘルパーさんより （中邨） 

 

亮は黒のバンダナを頭に巻き、上下黒の服装で背中いっぱいの大きな黄色いリュックで出勤します。

お弁当と水筒、着替え etc.を入れて…。もう少し目立たない服装にして欲しいのですが、聞いてくれ

ません。あぁ〜、とても 38歳には見えない。もう少し落ち着いた服を選んで欲しい母です。 （浅田） 

 

この時期になると、敬老の日のプレゼントを何にしようとそわそわの健吾。下見してきては、迷っ

ている。無事送って喜ばれ、お礼にビール券を送ってもらうという毎年の恒例行事です。 （美濃） 
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第 23回定期総会報告 

2025年 6月 7日（土）15時より、「木ようの家」にて第 23期定期総会を開催いたしました。正会

員数 22名のうち、当日参加者 15名、委任状提出 6名、欠席 1名で、総会は定足数を満たし、無事に

成立いたしました。総会では、議案はすべて満場一致の拍手をもって承認されました。 

「木ようの家」の主な収入源は、メンバー利用に対する市町村からの支援費、各種会員様からの会

費、点字名刺などのユニバーサル事業による収入です。収入面では例年と大きな差はありませんが、

昨今の物価上昇の影響を大きく受け、今年度は赤字決算となりました。行政から物価高騰対策として

の助成金も支給されましたが、現在の厳しい経営状況を根本的に改善するには至っておりません。総

会では、出席者の方から今後の「木ようの家」の運営に関して不安の声もあがりました。今後も会

員・理事の皆さまと力を合わせ、知恵を出し合いながら、運営を続いていきます。（事務局 山本） 

お知らせ 

☆バザー情報 

◆第 5回 笑顔 deつながる ふくしフェスタ ～手と手と手、つながる！明るい未来～ 

１０月１１日（土） 10：30～16：30    

ユーカリが丘南公園  

◆産業大博覧会 

   １１月８日(土)９日(日) 10:00～15:00くさぶえの丘 

◆市民活動発表会 

11月 30日（日）9:45～15:30 中央公民館 

まあるい会＆もくようの家親の会有志でバザー参加します。 

☆障がい者作品展「ふれあいギャラリー」 

１２月１２日（木）～１５日（日）佐倉市美術館 

 今年も布塗り絵を出展します。目下鋭意制作中です。乞うご期待！ 

 

☆共に育つ教育を進める千葉県連絡会交流会 

◆１１月 15日（土）13:30～15:30 成田市保健福祉館団体活動室 

連絡先 大田 0476892954 

◆１２月 1４日（日）10：30～12：30 ミレニアムセンター佐倉もしくは木ようの家 

連絡先 米澤 043-356-0148 

 

まあるい会      事務局 美濃真奈美     phone &fax  043-489-3356 

NPO法人木ようの家  理事長  山﨑静江       phone &fax  043-486-7686 

 

 

 
編集人 特定非営利活動法人木ようの家  佐倉市栄町７－１５ 

発行人 埼玉県障害者団体定期刊行物協会 川口市芝新町 15-９ アステール藤野１階 頒価５０円 

 


